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イニシアティブへの積極的な参画
当社グループは、国内外のイニシアティブへの参画を通じ
て、先進企業や国際機関などとの対話の機会を持ち、知見や
先進事例などを学び、自社の取組みの向上につなげるサイク
ルを意識して取り組んでいます。多様な主体が協働して諸課

題に取り組むことがより大きなインパクトをもたらすとの認識
のもと、イニシアティブの設立から関与するなど積極的に参 

画しています。また、参画を通じて得られた経験を発信するこ
とで、持続可能な社会の実現への貢献を目指しています。
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サステナビリティガバナンス

当社では、ＳＯＭＰＯのパーパス実現に向けたグループ全
体の戦略や方針にもとづき、執行役および執行役員が対策
を実行し、その遂行状況を取締役会が監督する体制を構築し
ています。
サステナビリティ領域の最高責任者であるグループCSuO

（Chief Sustainability Officer）は、グループのサステナブ
ル経営に関する戦略を策定・実行し、グループ全体のサステ
ナビリティ機能を統括する役割を担っています。
グループCSuOを議長、グループ各社の経営企画・サステ
ナビリティ担当役員をメンバーとする「グループサステナブ
ル経営推進協議会」（以下、「協議会」）では、気候変動をはじ
めとするサステナビリティ課題に対して、各事業・各社の多様
な視点をふまえた事前協議を行い、対応方針などをGlobal 

ExCo、経営執行協議会（MAC）に付議をするなど、質の高い
意思決定につなげています。またGlobal ExCoやMACにお
ける議論の状況を取締役会（事前説明会を含む）に報告する
ことで、監督の実効性を高めています。
また、協議会は、パーパス実現に向けた重点課題であるマ
テリアリティやそのKPIをふまえて各社が策定する実施計画
について、その進捗や課題の確認を行うなどグループ全体
の取組みを推進する役割を担っています。

＜協議会の開催テーマ（2021年4月～2022年6月）＞
•  グループの中期経営計画の報告・共有と2021年度

SDGs経営に関する推進方針
• マテリアリティKPIの策定（MACの事前協議）
• グループのネットゼロ目標の改定（MACの事前協議）
• グループの気候変動戦略（Global ExCoの事前協議）
• 2021年度取組みの上半期総括
• 2021年度取組みの年度総括　等
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グループサステナブル経営推進協議会

議長 グループCSuO
メンバー グループ各社の経営企画・サステナビリティ担当役員
事務局 当社サステナブル経営推進部

GFANZ傘下の3団体

•  NZAM
（ネットゼロ・
アセットマネー
ジャーズ・
イニシアティブ）

•  NZAOA
（ネットゼロ・
アセットオーナー・
アライアンス）

•  NZIA
（ネットゼロ・
インシュランス・
アライアンス）




